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論 文 題 目：  死後冠状動脈造影ＣＴ技術の開発 

   （英訳）   Development of postmortem coronary angiography CT technology 

 

論文の概要及び判定理由 

 本論文は、突然死の原因究明のために行われる死後ＣＴ撮影による画像診断に関する研

究である。今まで行われてこなかったバリウムを造影剤とした撮影を試み、この手法が死

因の特定に有効であることを示した。これらの成果により、博士（理工学）の学位に値す

るものと判定した。 
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